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著者は 〔工〕編 に お い て S R BC fragm e nts を使
用して E ロ ゼ ッ ト形成の 抑制効果を検討す る事 に よ り,
e arly ロ ゼ ッ ト形成細胞 (e a rly R F C) は S R BC と
極めて親和性の高い T リン パ 球の S ubpopulatio n で
ある事, さ らに e a rly R F Cよ り fre e ze･thawing で
得られた extra cts が S R B C fr agm e nts の抑制効果
を阻害し, 1ate R F C, n O n･R FCより 得ら れ た e xtr a cts
では この よう な活性が み られ な い 事よ り, e a rly R F C
と 1ate R F Cの 膜表面上 の S R13Cレ セ プ タ ー の 間に
量的ない しは質的な差が存在す る事 を明らか に した｡
そこ でさ ら に均 一 な populatio n と して の機能を明
らか に す る為 に e a rly 及び Iate R FC を末梢血よ り
E ロ ゼ ッ ト法に て分離し, T リン パ 球の mitoge n で
あると 考えられ て い るl)2)14) phytohe m ag glutinin
(以下 PHA) 及 び Co n c a n a v alin A ( 以下 Co n A)
に 対す る反応性を比較検討し た｡ さ ら に mitoge□ に
対する反応に は m o n ocyte の 関与が 必 要で ある とい
う事実に基づ い て3)4), m O n O Cyte ある い は付着細胞
(A dhe r e nt ce11s) を除去 した populatio n と さ らに
m o n o cyte を添加 した場合の 反応性に つ い て検討し,
その 依存性の 程度を検討し た｡
実 験 方 法
1. リ ン パ 球の 分離及 び S R BC の 調整
既に 〔Ⅰ〕編に お い て記載し た方法に 従 っ て調 整し
た｡
2 ･ 付着細胞あ る い は m ono cyte の 分 離5) (図1)
Ⅰ ×107/ml に 調整 したリ ン パ球 浮遊液1 ml を あ
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ら か じめ1 5% F C Sを含む P P M I 1640 の 2 ml を
添加し てお い た 60×15m m の綾織培養用 Pla stic
dish に 加え 5% C O2 in air の 下で37 ℃90分間イ ン
キ エ ペ ー 卜 した｡ 終了後上 清を吸弓ル て試験管に 移し
200×g,10分間遠心後 R PM I 16 40に て 1 ×1 07 /ml
に再浮遊 し,後の e a rly 及び 1ate R F Cの 分離 に 使用
した｡ pla stic dish は R P M I 16 40に て さら に 5回
洗浄吸引を繰り返 した後 rubber polic e m a nで付着細
胞を プラ ス チ ッ ク表面よ り剥離し た｡ 200×g, 10分間
遠心後10% FC S, Pe nicillin (100単位/mI), StreptO-
mycin (100FLg/ml) を含 む R P M I 1640に て 2×1 05/
ml に再浮遊 し m o n o cyte に 富む populatio n として
実験 に使用 した｡
3 . e arly 及び 1ate R FC の 分離( 図1)
附看細胞を除去 したリ ン パ 球浮遊液か らe a rly R F C
を分離す る方法 は〔Ⅰ〕編 に お い て詳細 に記載 した｡
e a rly R F C-depleted populatio n よ り Iate R F C を
分離する 為の total ロ ゼ ッ ト形成に はノ イ ラ ミ ニ ダ ー
ゼ で処理 した S R王∋Cを使用 した6)｡ すな わ ち 108 ケ
の S R B Cに 対し て25単位の ノ イ ラ ミ ニ ダ ー ゼ を添加
し37 ℃ 1時間イ ン キ エ ペ ー ト後 P BS で3回洗浄 し2
XlO りml に 再浮遊 した｡ この ノイ ラ ミ ニ ダ ー ゼ処理
S R B Cを使用 し て〔Ⅰ〕 に 記載 した方法に 準じて ,
late R F Cを 分離 した｡ e a rly 及 び 1ate R F Cい づれ




total 及 び e arly R FC の 検出方法
それ ぞれ 〔Ⅰ〕 編に お い て 記載 した｡
5 . E AC ロ ゼ ッ ト形成細胞の 検出方法7)
B リ ン パ 球 の 補体 リセ プ タ ー を同定す る為に E (ヒ
A s ubpopulatio n of hu ma npe riphe r al T lym phocytes[II〕 M itoge nic r espo nsive n ess
and m on o cyte depende n cy of e arly a nd late E rosette-for m lng C ells of bn m a nperi-
phe r alblo od lym pho cytes Norihiko O kn da Departm ent of Pediatric s(Dir ector:Pr of.
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ツ ジ赤血球) - A (抗 ヒ ツ ジ赤血球豪兎血清) - C (
ヒ ト新鮮補体) ロ ゼ ッ ト形成法 を利用 した. E A C の
作製方法 と して, ま ず 0.15m M の Ca c12 と 0.5m M
の Mgc12 を含む Gelatin Ve r o n al Buffe r (以下
G V B+り にて 1×109/ml に調整した SRBC と1 00 0
倍に稀釈した抗 S RBC 家兎血清の1 9S分画をそれぞ
れ1 ml づ つ 渡合し37℃3 0分間イ ン キ ュ ベ ー トして E
A を作製した｡ GV B≠ に て 3 回洗浄後1 ml に 再浮
遊 したEA に , 補体と して5 0倍 に 稀釈 した ヒ ト新鮮血
清 2mi と, きら に G V B什 12ml を加え37 ℃ で15分
間振盈しなが らイ ン キ エ ペ ー 卜 した｡ 終了 後G V B碑 で
3 回洗浄後1 ml に 再浮遊 し E A Cと した｡
E A Cロ ゼ ッ ト形成細胞を検出す る 為に E AC と リ
ン パ 球をあら か じめ別々 に37 ℃15分間イ ン キ エ ペ ー 卜
し, そ の後等量に 混合 しさ ら に37 ℃30分間イ ン キ エ ペ
ー 卜 した｡ 終了後 200×g, 5分間遠心 して 静か に 再浮
遊 させ 3 ケ以上の E AC を付着 す るも の を陽性細胞と
した｡ な お G V B




. 培養方法及 び 3H ･thymidin e取り込 み 寧の 測定
Strepto mycin(1 00FLg/ml), Pe nic cllin(1 00単位/
ml) 及び10% F C Sを 含む R P M I 1 640培地 0.5ml
中に 1 ×1 05 ケの リ ン パ 球 を含 むよ う に して培養した｡
添加 した P H A･P 及び Co nA の 至適濃度 はそ れぞ
れ培贅液 0.5ml あた り 0.5〝1及 び 5〃g であり 実験
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依存性 を格討す る為に 1 ×105 ケの リ ン パ 球 に 対して
そ れ ぞれ 0.25.0.5,1,2×10
4 の m o n o cyte を添加し
培養液全量 を 0.5ml と して同様に 培養 した｡ 37 ℃,
5% C O2 in air の 条件下に48時間培養 を行い 8H ･
thymi din e を 0.5FL Ci/0.5ml添加後 さ らに24時間培
養 した｡ 終了後 Gla ssfilte r に 吸 引し 5% トリク ロ
ー ル 酢酸 に て 固定後 トル エ ン シ ン テ レ 一 夕 ー を加え液
体 シ ン チ レ ー シ ョ ン カ ウ ン タ ー に て測定 した｡ リンパ
球に 取 り込 ま れ た放射能溶性は mitoge n を含ま ない
コ ン トロ ー ル 培養の カ ウ ン ト数 を 差 し引い た値 (△
Cpm) に て算出した ｡ 実験は す ぺ て duplic ate で行っ
た｡
実 験 結 果
1 . e a rly 及び 1ate R F C･e n riched population と
付着細胞の純度の検討 (表1)
early 及 び 1ate R F C- e n riched populatio n の ロ ゼ
ッ ト形成細胞 はい づ れ も80% 以上 で あ っ た｡ 1ateR F C･
e n riched po ulatio n へ の e a rly R FC の混 入 は8%
以 下で あ っ たの に 対 し, e arly R F C-e n riched popu-
1atio n へ の Iate R F C の 混 入 は約30%に みら れた｡
EAC 陽性細胞 はい づ れ も 5%以 下で あ っ た ｡ またペ
)L/ オ キ シ ダ ー ゼ 反応及 び形態学的に み て m o n o Cyte
の浪人 はい づれ も 0.5% 以下であっ た ｡ 付着細胞中に
ヒ ト末梢血T リン パ 球の Subpopulatio n
は m On O Cyte の 比 率は80-84%で1 0巾 15%に リ ン パ
球の混入 がみ られ た｡ しか し2 ×1 04 の 付着細胞 を,
P H A, ConA 添加の 下に 培養して も 3H -thymi d ine
の取 り込 み は ほと ん ど無視し得る程度の も の で あ っ た ｡
2 . e a rly 及 び 1ate R F Cの P H A,Co n A に対す
る反応性の 比較検討と m o no cyte 依存性
1 )P H Aに 対 す る反応性 (表2)
185
m o no cyte を除去 した時, この 2つ の POPuIatio nの
間に は有意の 差 はみ られ ず未分画末栴リ ン パ 球の 約%
の 3H ･thymi d ine の 取り込 み を示 した｡ ま た m o n o･
C)rte の 添加 に よ り反 応性 は徐々 に 回復 し20%の m o-
n o cyte 添加 に よ り未分画末栴 リ ンパ 球の 反 応性 とほ
ぼ等しく な っ た｡
2 )Co n A に 対す る反応性 (表3)
Table l C ha racteristic s of Lym phocyte.Subpopulatio n s
(n = 3)
e arly R F C% total R FC % E A C R F C%
m on o cyte % P M N%(m e an± s d.) (m e a n± s.d.) (m ea n± s.d.)
P . B . L . 31.0 ± 5
.
3 68.7 ± 3.1 29. 7 ± 0.5 9′ ･一 19 3 ～ 5
FB.L. AC*(N 32.6 ± 3.6 70.7 ± 1.2 18. 0 ±1.2 口 い - 2
e arly R FC 5 6.0 ±3,7 88. 7 ± 3.4 5. 0± 1.6 <0.5 0.5 ～ 2
1ate R F C
adher ent
Cells




* Ad herent Cells
Table 2 M itogenic Re sfX)n SeOf Ea rly R F Ca nd
Late R F Cto PH A
A dherent
Cells(%)
桓rly R F CP= 5) hte R F C(n = 5) P.
v alue(m e a n士 S.d. △cpm)
0 10,578 ± 2,862 1,611± 2.,231 n . S.
2.5
5
13,0 97 士屯016 1屯423± 3,929 n .S .
5 1 3,253± 1,337 17,478 ± 4,7碍 n .S .
10 15,492 ±1,827 17,072 ± 5,870 n .S ,
18.596 ± 2,876 23,703± 7,5 弘 n .S .
ted p B L(1×1 0う 24,571 士4,529
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Table3 M itoge nic Respo nse of Ea rly R F Ca nd




early R FC(n ニ 5)late R F C(n = 5) P
V alu e(m e 弧± 鼠 d. △cpm)
0 2,636士 707 8, 粥2 ±3,988<0.02
2.5 4,566± 1,664 13,898± 5,188 0. 1
5 7,017 ±1,727 17,059 ± 5,366 0.01
10 1 3, 鎚7 ± 1, 741 19, 48士 4,978 0.05
20 20.126± 1,851 23,655± 4.7 朗 n .S.
u n s epa r ated p BL(1× 10う 23,060 ± 3,934
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m on o cyte を除去 した e arly 及 び 1ate R F Cの
CoIIA に 対す る反応 に は 著明 な差 がみ ら れ, 同数の
末分画末梢リ ン パ 球の 反 応性 と比 較する と e a rlyR F C
ll%, 1ate R F C39%で, early R FC はIate R FC
の約兄の 反 応性 しか 示さ な か っ た ｡ ま た20% m o n o-
Cyte を添加す る こ と に よ り反 応性 は著る しく 回復 し
こ の 2 つ の POpulatio n の 間に はば と ん ど有意の 差 が
み られ なく な り宋分画末梢リ ン パ 球の 反 応性と ほ ぼ 等
しくな っ た｡ す なわ ち m o n o cyte 添加 に よ り e a rly
R FC の 3H - Hymidin e の 取り込 み は 約8倍, 1ate
R F Cは約2.5倍 に その 反応性を 回復 した｡
考 壊
近年 マ ウ ス の 宋棺T リン パ 球 の hete r oge n eity に関
す る研究が進展し現在2つ の Subs et が存在す ると考
えられ て い る8 ト 1(I)｡ す なわ ち マ ウス T リン パ 球の 特
異抗原と考 え られ る♂ 抗度量の 多い も の を 1 , 少な
い もの を ℃ と し前者は主と し て胸腺, 脾臓に み られ
るの に 対し て, 後者 はリ ン パ 腺, 末棉血中 に 主と して
存在 し抗胸腺血清に 感受性が高く, 長い 1ife spa n を
有す るも の と して Ca ntho r らが 報告 したIl)12)｡ さ ら
に Dutto n ら は こ の 2 つ の Subset の Co n A, P H A
に対す る反 応性を検討 し Tl は P H A, Con A に 強く
反応す る の に 対 して, 1 は主と して Co n A に 反応す
る populatio n で ある と し13), Stobo ら もほ ぼ 同様の
成績を報告 した 1J卜16)｡ こ の よ う に♂ 抗原畳, 局在性,
1ife spa n, 抗胸腺血清に対す る感受性さ ら に mitoge n
に対す る反応性の差異か ら, マ ウ ス T リン パ球 に は2
つ の S ubset が存在す る事が 明らか に され つ つ あると
言え よう｡
ヒ ト未檜 T リン パ 球に も こ の よう な hete r oge n eity
が 存在す る可能性 は十分に 考え られ る所であ る が, マ
ウス T リン パ 球に お けるβ 抗原の よう な特異抗原が確
認され て い ない 事, さ ら に そ の 為に 均 一 な population
と しての分離が困難な事 な どが Subpopulalation の 解
明を遅 らせ る原因の 1 つ で あろ う と考え られ る｡ しか
し, 著者は S R B C fr agm e nts を使用 し て Eロ ゼ ッ ト
形成に 及ぼす 抑制効果を検討す る事に よ り , ヒ ト末椅
T リン パ球 に は S R B Cと極め て親和性 の 高 い e a rly
R F Cと比 較的親和性が低い と考 え られ る 1ate R F C
の 2つ の S ubpopulatio n が存在 し, さ らに それ らの
リ ン パ球膜表面上 の S R B Cレ セ プ タ ー の 性状 に t,何
ら かの 差異が 存在す る可能性 を示 唆し てき た｡
そ こ で, さら に mitoge n に 対す る反 応性を比較検
討す る 為に付着細胞を除去し た後口 ゼ ッ ト形成 に よ る･
比重遠心法を利用して分離 し た 2 つ の population の
反 応性, さ ら に nl Ol10C)rte を添加 した場合の 反応性
に つ い て検討し た｡ その 結果, m O n O Cyte を ほぼ完全
に 除去 した 場合 P H Aに 対す る反応性 は early 及 び
1ate R FC の 間 で全く差異がみ られ なか っ たの に 対し
て, Co n A に 対す る反応性 は e arly R F Cで 有意に
低下 し てい た｡ さ ら に20%の m o n o cyte の 添 加によ
リ e arly 及 び 1ate R F Cの P H A, Co n A に 対する
反 応性 は著 る しく 回 復 し 末分画末輪リ ン パ 球の そ
れ と ほ ぼ等し く な っ た｡ こ こで い く つ か の 問題点が み
られ る｡ 1 つ は e a rly 及 び 1ate R F Cの P H A. Con
A に 対 する 反応性の 至 適濃度 に 差が み ら.れ な い か と い
う壁間で あ ろう ｡ し か し, 図2に 示 した よう に い づれ
の populatio n も m o n o cyte の 混入の 如何に か かわ .〕
ず P H Ao.5pl/0.5ml, Co n A 5FLgJ/0.5ml で その
反 応が ピ ー ク を示 す事 よリ mitoge n に よ る影響はま
ず 除外 して も差 し支えな い もの と思わ れ る｡ い ま1 つ
は それ ぞれ の populatio n の 純度の 問題 で あ ろう｡
1ate R F Cへ の e arly R F Cの 混 入が 8 %以 下で比較
的純粋 であ るの に 対し て, e a rly R FC に は約30%の
1ate R F Cの 混 入が み られ る｡ こ れ は e a rly R FC の
分離操作の際に S R B Cを 0.83% N H. C ト トリ ス緩
衝液で溶血させ る為 S R B Cgho st ある い は fr agm e-
nts が 残存 し e arly R F Cに 付着す る為に み か け上
e a rly R F Cの 比率が低 く算出さ れ たと い う可能性も
否定で き ない ｡ また e a rly R F Cはか な り厳密 な条件
下で の み 検出 し得ると い う 極めて不安定な方法で ある
為に 17)18), 比重遠心 法の操作中に 1ate R F Cの 一 部も
ロ ゼ ッ ト を形成 す る事か ら混 入の 比率が 多く なる もの
と も 考え られ る｡ しか し Co n A に 対す る反 応性が,
e arly R F Cに 極 めて低 い と い う 事実を考慮し た場合,
も し こ の populatio n か ら 1ate R F Cをさらに除去し,
よ り 純粋な populatio n と し得る な らば Co n A に 対
す る反応性 はさ ら に 低く な リ2 つ の populatio n の
Co n A に 対す る反 応性 の 差界がよ り 著明 に な ると考
え る事が 出来よ う｡ もう 1 つ の 重要な 点は それ ぞれの
populatio n への m o n o cyte の 混入 の 程度 で あ る｡
PH A, Co n A に対す る リ ン パ 球の 反 応に m OnOCyte
が 重要な 役割川 を演ずる と い う 事実よ りこi 川 , この 実験
結果の 差は m o n o cyte の 混 入 の差 に よ る もの だとの
解釈が 成立 す るで あ ろう｡ しか し, 同 一 条件下で 分離
を行い ま た い づ れ の populatio n も m onocyte の 混入
が 0.5%以 下で ある点か ら若干の 混 入は み られ る にし
て もそ の 混入の 比率 に はほ とん ど差 はな い もの と考え
られ･る｡ これ らの点 より Co n A に 対す る 反応性の差
は リ ン パ 球自体 の 本質的な差 と考え る事が 出来よう｡
と こ ろで , 種 々の mitoge n あ るい は特異抗原の刺
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激に よ る リ ン パ 球の 反応 に m o n o cyte が い か なる形
で 関与し て い るか 興味深い 所で あ ろう｡ 1 つ は リ ン パ
球の 混合培養 に お け る m o n o cyte の 役割である1ミ}卜 21)｡
こ の 際リ ン パ 球と m o n o cyte の 問に 組織適合性が必
要である とす る説が み られ る が22), 多く は この 反応 に
お ける m o n o cyte の 絶対的な必要性 を強調 して い る｡
また P H Aや Co n A な どの mitogen に 対する リ
ンパ 球の 反応 に m o n o cyte が い か な る役割を演ず る
か に つ い て は なお き ま ぎま な報告が み られ る｡ す なわ
ち m ollO C)
Tte に 非依存性で ある と す る 緋 :j), 貪食細
胞が逆 に P H Aに対するリ ン パ 球の 反 応性 を抑制す る
とす るも の24), ま た P H Aの 至 適洩度以下の 低濃度で
m o n o cyte の 関与が 最も必 要で あ ると す る考え方25)な
どがみ られ る｡ し か し なが ら, nylo n w ooI c olu m n
を通す と PII Aの 反応が 著る しく低下す るの に 対し て
m o n o cyte を添加 す る事に よ り その 反応性が十分回復
する事よ リ m o n o cyte が この 反応 に 必須とす る説が
多い3)6)26)27)｡ Ro se n str eich らも P H A, Con Aに 対
して nl O n OCyte の 関与 は絶対的に 必 要で あ り, 0.3%
以下に なる と その 反応 はば とん どみ ら れ なく な ると し,
これ迄に 報告さ れ てき た様 々 の 混乱した デ ー タはm o n ｡_
Cyte の 除去の 方法に 問題がある と述 べ て い る28)｡ 著
者の 実験で e a rly 及 び 1ate R F Cに m o n o cyte を添
加し P H A で 刺激し た時その 反応性に 全く 差異が み
られ なか っ たの に 対 し, Co n A で刺激した場合 e a rly
R F Cは m o n ocyte を添加す る事に よ りそ の 反 応性 は
約8倍に増幅 し, 1ate R F Cで は約 2.5倍に すぎなか
っ たo こ の 事は e a rly R FC の 方が よ り m o n o cyte
依存性が強 い 事 を意味 して し1る もの と 考え ら れ る｡
と こ ろで Wo ody ら29)は抗胸腺血清で ヒ トT リン
パ球を処理 す ると Co n A に対する反 応性 を抑制す る
事か ら Co n A に 反応す る T リン パ 球は抗胸腺血清に
感受性が強しゝと し, Ow e nら 馴) も 抗胸腺血清処軌 こ
より ヒ ト末檜T リン パ 球 の Co n A に 対す る反 応性が
抑制され る事, ま た P王- A に 対す る反応性 を変化さ
せない と い う事実よ り Co n A と P = A に 反応す る
Tリン パ 球の populatio n が 異 なる事 を報告して い る｡
さら に家兎の 末檎リ ン パ 球 に お い て も抗家兎ヤ ギ血清
に 感受性の 高 い もの が Co n A に よ く反応する と い う
報告31), また マ ウ ス の 胸腺細胞でβ 抗原 の 多 い もの が
Con A に よく 反応 し PH Aの 反応性が弱い の に 対 し,
分化してβ抗原量が少 なく なる に つ れ 柑 A の 反応性
が次等に 回復 してく る と い う 説もみ られ る Ⅰ5)｡ ま た と
卜の 免疫不全症 の 一 部に おい て 柑 A によく反応しな
が ら っo n A に 対す る反応が選択的 に 低下して い る症
例, 逆に 柑 A の 反応性の みが低下 して い る と い う症
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例も報告され て い る32)｡ また Co n A はT リン パ 球の
よ り未熟な populatio n を刺激す ると い う報告も み ら
れ る33)｡ 例数が少な い 為に 実験結果の 項で記載しな か
っ た が, ヒ トの 胸腺細胞 に つ い て 同様の 実験を行っ た
所 m o □O C}鹿 の 浪人 が 0･1%以下の 胸腺細胞 (1 ×
1 05) を PH Aで 刺激 した時の 3H -thymi din eの 即
込 みが △527±129epm ･ Co n A で は△316±62cpm
であ っ たの 対し20%の m o n o cyte を添加する と それ ぞ
れ 反応が △ 17446±44弧 △7609±2083 と反応の 回傾
が み られ た0 しか し P 甘A に 対する 反応は ほぼ未分
画末梢リ ン パ 球と類似す る の に 対 して Co n A の 反 応
性の 十分 な回 復は得られ なか っ た｡
こ の よう な文 献的あ る い は実験的な事実か ら P H A,
Co n A は T リン パ 球の 異な っ た Subpopulatio nを刺
激 してい る可能性 の あ る事は十分考 えられ るで あ ろう ｡
以 上 か ら, ヒ ト未楷 T リン パ 球 に は e a vly 及 び1a te
R F C が存在し, そ れぞ れの populatio n の P H Aに
対す る反 応性 に は差 はみ られ な い が, n- O n O Cyte を除
去す る と e a rly R F Cの Co n A に対す る反応性が著
しく低下す る事, さら に20% m o n o cyte 添加に より
反応性が十分回復す る事よ り, C arly RF C は C｡ nA
に 対す る反応性 を異に す る T リン パ 球の Subpopula ･
tio n で あ り, m O n O Cyte に 対し て, よ り依存性が強
い も の と 考え られ る｡
寵 論
e a rlY 及 び 1ate RF Cを未棺血よ り分離し, さ らに
m O □O Cyte を除去した時の P hytohe m ag glutinin (
P H A)
･
Co nc a n a v alin A( Co n A) に 対す る反 応性
と m o n o cyte を段階的に加え た後の 反 応性に つ い て 比
較検討し次の よう な 結果 を得た ｡
1 ･ 分離 した e a rly 及び 1ate R F Cの 純度はIate
R FC へ の e a rly RF C の 混 入 は8%以 下, e a rly
R FC へ の 1ate R FC の 混入 は約30%であ っ た ｡ ま
た m o n ocyte の 混 入 はし づ れ t) 0.5%以 下であ っ た｡
2 ･ e a rly 及 び 1ate R F Cの PH A に対 する 反応
性 は m o n o cyte の 除去及 び添加 に か か わ らず有意差
が み られ な か っ た｡ Co n A に 対す る反 応性は m o n o･
Cyte を除去した時 e a rly R FC で 有意に 低下 し20%
m on ocyte 添加に よ リ 1ate R F Cと ほ ぼ同様の 反応
性を示 した｡
この 結果, e a rly R F Cと 1ate R F Cは Con A に
対する反 応性 と m o n o cyte 依存性を異に する T リン
パ 球の S ubpopulatio n と考 えられ る｡
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A bs tl･ a C t
Afte r l･e m O Val of m o n o cytesby the atta chm e n t o the plastic s ul
-fa ce oftiss ue
C ultur e dishes, e a rly R F C-e n riched a nd late R FC-en riched populatio n s w e re
S epar ated fr o mhu m a nperiphe ralblo od lym pho cytesby E･ r O S e tt e S edim e ntatio n
pr ocedure. T hes et w ocellpopulatio n s w e re c o mpar ed with e ach other o nthe
r espo n siv e n ess toPH A･P o rCo nA a nd m o n o cyte depede n cy oft hes e respo ns es.
ヒ ト末梢血 T リン パ 球の Subpopulatio n
1)Early RF C-e nl
･
iched a nd late RFC･ e nricheld po pulations w ere co mpos ed of 8 0%o r
m o reE I･O S e tte-fo r ming cells■ Early R FC-e nriched population was c o nta min ated with
abo ut 30% of late R FC･ Late R FC･e n riched populatio n w a s c o n t amin ated with less
tha n 8% of e al
･
y RFC･ T hese tw o c ell p o p ulation s co ntain ed 5 %01･ 1e s sEA C
r osette･fo r ming cells a nd lesstha n O･5 % of m o n o cyte s asjudged by stain ed
m orphology a nd pe r o xidas e reaction ･ A d here nt cellpl
･
epar ation w as c o mpo sed of
80-84%m o n o cytes a nd lO-1 5 % 1ym phocytes･ Ho w e ver, the l･e SpO n S eOfadher e nt ce11
populatio n(2 × 104 c ells)alo n e toP H A-P o rCo nA w as n egligible.
2) There w a s n o signiac a nt diffe r en c ein the l･e SPO n Se tO P = A-P bet w ee ne arly
RFC-e n riched a nd late R FC- e n riched populatio n eit he rin the pl
･eS e n C e O rin the
abs e nce of ad ditio n al a utologo u s m o n o cytes･ T he l･e SPOn SeOf early R FC- e n riched
populatio n toCo nA w as signinc a ntly po or a s c o mpared with t hat of late
R FC- e n riched populatio nin t he abse nc eof ad dition al rn o n o cyte s. Ho w e v er, in the
prese n ce of 2 0% m o n ocytes, the Co nA induced prolifel･atio n of eal嶋1y RF C･e n riched
POpulatio n w as markedly e nha n ced and l･e aChed close to that oflate R F C-e n riched
POPulatio n or u nfr actio nated peripher al blo odly mpho cytes.
T hese l･e S ults s ug gest that ea rly R F Cma y differfl･ o m the lateR FC in their
respo nsiv e n ess a ndin their mo n o cyte depe nde n cy o nthe stim ulatio n withCo nA.
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